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わ
た
し
は
民
博
の
収
蔵
庫
に
あ
っ
た
一

連
の
カ
イ
ダ
ー
字
を
見
る
機
会
を
得
た
。

そ
れ
は
標
本
番
号
が
K
2
8
0
8
、「
家

記
号
」、「
琉
球
与
那
国
」
と
記
さ
れ
た
紙

資
料
三
点
で
あ
る
。
折
り
紙
の
残
欠
二
枚

と
コ
ヨ
リ
仮
綴
じ
の
も
の
一
綴
で
あ
る
。

　

カ
イ
ダ
ー
字
と
は
、
八
重
山
の
島
民
が

大
昔
か
ら
あ
っ
た
バ
ラ
ザ
ン
（
藁
算
）
や

ス
ー
チ
ュ
ー
マ
（
蘇
州
碼
）
を
改
善
し
て

機
能
を
拡
大
さ
せ
、
色
々
な
内
容
を
表
す

こ
と
が
出
来
る
表
記
法
で
、
記
票
文
字
と

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
六
〇
九
年
の
薩
摩
藩
の
琉
球
侵
攻
以

降
、
従
来
重
く
な
か
っ
た
人
頭
税
が
大
幅

に
増
加
し
、
琉
球
王
朝
を
通
し
て
八
重
山

の
一
五
歳
か
ら
五
〇
歳
ま
で
の
人
が
そ
の

対
象
と
な
り
、
ま
る
で
奴
隷
の
よ
う
な
生

活
を
お
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
島
民
が
人
頭
税
と
し
て
徴

収
さ
れ
た
も
の
を
表
す
の
に
カ
イ
ダ
ー
字

を
用
い
た
。
そ
の
目
的
は
食
料
や
動
物
と

数
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

一
八
七
九
年
、
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球

処
分
の
あ
と
も
人
頭
税
は
一
九
〇
三
年
ま

で
続
い
た
。そ
れ
が
よ
う
や
く
廃
止
に
な
っ

て
か
ら
は
、
カ
イ
ダ
ー
字
を
使
う
機
会
が

急
速
に
減
り
、
表
記
法
も
廃
れ
始
め
た
。

　

一
九
一
〇
年
代
に
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と

研
究
者
の
説
明
が
「
過
去
形
」
に
変
わ
り
、

今
は
八
十
代
以
上
の
老
人
に
か
す
か
な
知

識
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

カ
イ
ダ
ー
字
の
種
類
は
、（
一
）
家
紋

の
よ
う
に
屋
号
を
示
す
ダ
ー
ハ
ン
（
家

判
）、（
二
）
ス
ー
チ
ュ
ー
マ
に
基
づ
い
た

数
量
を
示
す
文
字
、
そ
し
て
（
三
）
島
民

が
独
自
に
作
っ
た
象
形
文
字
で
あ
る
。

　

カ
イ
ダ
ー
字
で
書
い
て
あ
る
資
料
の
残

存
例
が
非
常
に
少
な
く
、
戦
前
に
発
見
さ

れ
た
も
の
の
コ
ピ
ー
を
含
め
て
も
数
十
件

に
も
な
ら
な
い
。
板
札
も
紙
切
れ
も
数
枚

ず
つ
し
か
な
く
、
葉
へ
記
載
さ
れ
た
資
料

は
一
切
現
存
し
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
民
博
に
お
け
る
発
見
は
、

カ
イ
ダ
ー
字
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な

テ
キ
ス
ト
資
料
と
な
る
。
ま
っ
た
く
新
し

い
発
見
で
あ
る
こ
れ
ら
資
料
に
つ
い
て
、

以
下
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

第
一
の
資
料
（
図
１
）
に
は
、
ダ
ー
ハ

ン
は
一
切
現
れ
な
い
の
で
、
一
家
が
あ
る

年
の
五
月
二
九
日
に
保
有
し
て
い
た
も
の
、

ま
た
は
寄
付
し
た
も
の
の
記
録
か

と
思
わ
れ
る
。
今
ま
で
の
資
料
を

参
考
に
し
、
解
読
し
て
み
よ
う
。

　

五
行
目
の
「
酒
」
の
字
は
、
通

常
の
形
と
さ
れ
て
い
る　

 

で
は
な

く
、
ジ
グ
ザ
グ
線
の
み
と
い
う
省

略
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。『
琉
球
古

来
の
数
学
』
を
著
し
た
数
学
者
の
矢
袋
喜

一
氏
が
与
那
国
島
を
訪
ね
た
一
九
一
〇
年

代
の
資
料
に
は
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て

お
り
、
竹
富
島
の
言
い
伝
え
に
も
こ
の
よ

う
な
形
が
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
五
合
」
は
□
が
五
回
書
い
て

あ
る
で
も
な
く
、「
□
五
」
で
も
な
い
、

五
つ
の
四
角
が
く
っ
付
い
て
い
る
よ
う
な

簡
略
化
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
の
二
つ
は
、
複
数
の
家
族
（
屋
号
）

の
寄
付
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
全
員
が

与
那
国
島
の
北
に
あ
る
祖そ
な
い納
集
落
に
暮
ら

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

一
つ
は
複
数
の
ダ
ー
ハ
ン
が
現
れ
、
い

く
つ
か
の
家
族
の
寄
付
の
記
録
で
あ
る

（
図
２
）。
一
行
目
は
失
わ
れ
て
い
る
ペ
ー

ジ
の
続
き
だ
ろ
う
。

　

最
初
の
行
に
表
れ
る
「
九
つ
の
点
」
は
、

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
「
字
」
で
今
の

と
こ
ろ
意
味
不
明
で
あ
り
、
四
行
目
の

ダ
ー
ハ
ン
は
「
大
浜
」
に
見
え
る
が
、
不

確
か
で
あ
る
。
こ
の
大
浜
家
は
石
垣
在
住

で
は
な
く
、
与
那
国
島
祖
納

の
一
家
で
あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
字
の
右
側
に

傍
点
の
よ
う
に
「
量
り
」
の

字
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
字

の
存
在
は
過
去
の
資
料
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
か
な

り
崩
し
た
形
の
「
量
り
」
の

字
が
「
斤
」
を
表
す
こ
と
も

あ
る
の
で
、「
～
斤
」
を
示

す
可
能
性
が
高
い
。
た
だ

「
鶏
」
と
「
一
百
」
の
傍
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
場
合
は
「
量
っ
た
」
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
一
枚
は
次
の
「
コ
ヨ
リ
仮
綴
じ
の

も
の
一
綴
」
と
さ
ら
に
繋
が
っ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
同
一
人
物
の
手
書
き
の
よ

う
で
あ
る
。

　

図
３
～
５
に
示
す
一
綴
の
資
料
（
コ
ヨ

リ
仮
綴
じ
、
表
紙
と
も
五
丁
、
縦
13
・
5
、

横
35
・
5
セ
ン
チ
、
本
紙
二
丁
は
折
り

紙
）
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
カ
イ

ダ
ー
字
を
含
む
資
料
の
な
か
で
は
一
番
長

い
例
で
あ
る
。
合
計
一
七
二
字
の
う
ち
、

日
付
、
ダ
ー
ハ
ン
、
ス
ー
チ
ュ
ー
マ
、
動

物
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
い
く
つ
か
の
ダ
ー
ハ
ン
に
丸
の

よ
う
な
記
号
が
付
い
て
い
る
。「
○
」
は

元
々
「
一
俵
」
と
い
う
意
味
で
、
何
を
示

す
か
が
は
っ
き
り
書
い
て
い
な
け
れ
ば
、

通
常
「
米
～
俵
」
を
示
す
。
こ
の
場
合
は
、

各
家
族
が
必
ず
米
を
納
め
て
い
な
い
の
で
、

書
き
手
が
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
付
け
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

ダ
ー
ハ
ン
に
つ
い
て
は
与
那
国
教
育
委

員
会
の
資
料
を
参
考
に
し
た
が
、
未
解
読

の
も
の
は
「
d
XX
」
の
よ
う
な
記
号
を
付

け
た
。

　

日
付
は
第
一
の
資
料
に
あ
る
例
よ
り
ほ

ぼ
一
か
月
前
だ
が
、
同
一
人
物
の
手
書
き

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

図
４
の
右
か
ら
二
行
目
か
ら
八
行
目
に

は
二
、三
、六
、九
個
の
点
を
並
べ
た
未
解

読
の
字
が
見
ら
れ
る
。
鶏
の
数
の
直
後
に

見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
米
の
何
俵
を
表

す
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
点
で

な
く
丸
の
は
ず
で
あ
り
、
九
つ
の
グ
ル
ー

プ（
一
石
一
俵
）は
現
れ
る
は
ず
が
な
い

（
図
３
の
二
及
び
八
行
の「
四
俵
」
の
合
体

を
参
照
）。丸
に
近
い
楕
円
の「
卵
」
の
字

も
あ
り
、
鶏
は
普
通
に
卵
を
産
む
の
を
考

慮
す
る
と
、
卵
を
示
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

こ
の
一
行
目
は
例
外
と
し
て
、「
量
り 

/ 

斤
」
の
字
が
鶏
と
数
量
の
右
側
に
書

い
て
あ
る
。
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の

は
他
で
は
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。

　

民
博
に
あ
る
カ
イ
ダ
ー
字
の
資
料
の
う

ち
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
漢
字
と
カ
イ
ダ
ー

字
）
の
板
札
は
二
〇
〇
六
年
に
す
で
に
解

読
し
て
あ
る
が
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
紙
の
資
料
三
点
が
、「
読
め
る
人

を
待
っ
て
眠
っ
て
い
た
」
と
民
博
の
佐
々

木
利
和
教
授
は
言
う
。

　

カ
イ
ダ
ー
字
資
料
の
新
し
い
発
見
に
よ

り
、
八
重
山
の
人
び
と
の
知
恵
や
、
当
時

の
人
々
の
文
字
の
意
識
が
さ
ら
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

モ
ノ
・
グ
ラ
フ

残
存
資
料
は
わ
ず
か
数
十
点

図１  ある一家の「五月廿九日」の記録
（横、折り紙1枚、縦13.2、横37.5センチ）

複
数
家
族
の
寄
付
の
記
録

五
月
廿
九
日

鶏 

三 

俵
俵
俵

魚 

三 

菜
葉 

三

雄
馬 

山
羊 

山
羊 

斤 

三

酒  

一（
升
）酒 

五
合  

冬
瓜 

五

大
根 

二
斤

菜
葉 
二
斤

玉
城　
鶏　
一     

四
月
廿
八
日

入
与
那
国　
油
二　
俵　
七

大
浜（
？
）牛
蒡　
二　
俵　
五

  

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

五　
月　
三　
日

大
浜（
？
）俵　
五　
鶏　
一

五
月
三
日

大
浜（
？
）俵　
五　
鶏　
一　
百

（
取
消
）

五　
月　
四　
日

入
高
島　
米　
十
九　
鶏　
一
六

コ
ヨ
リ
仮
綴
じ
の
資
料

図３  複数の家族に関する記録  〈第一紙オモテ〉

図４  複数の家族に関する記録２　〈第一紙ウラ〉図５  複数の家族に関する記録3〈第二紙オモテ〉

松
村　
鶏　
一　
六　
俵
俵

前
花　
俵　
五

佐
久
本　
俵　
四

五　
月　
五　
日

古
見　
俵　
三

「
d
11
」　
俵　
九　
俵
俵
俵

五　
月　
六　
日

古
見　
鶏　
二 

「
d
12
」（
俵
？
） 

「
d
3
」　
俵
俵

図２  複数の家族
に関する記録
（横、折り紙1枚、
縦13.5、横35.5
センチ）

「
d
7
」鶏 

一　
百

吉
元　
鶏　
二
：

小
嶺　
俵
俵
俵　
「
d
8
」 

魚　
二

大
高　
鶏　
一　

 

東
迎（
？
）鶏　
二　

「
d
9
」鶏　
一　

四　
月　
廿　
八　
日

「
d
10
」 
鶏　
一　
百　
∴

佐
久
本　
板　
二

「
d
4
」 
牛
蒡　
二　

五　
月　
二　
日

東
小
浜　
俵　
五

五　
月　
四　
日

「
d
5
」 

俵
俵
俵 

「
d
7
」 

鶏　
一
百

四　
月　
廿　
五　
日

東
迎 

（
一
石
） 

大
高　
牛
蒡 

二 

「
d
1
」俵
俵
俵　
小
嶺　
俵

吉
元　
俵
十
九　
入
崎　
八

四　
月　
廿　
六　
日

小
嶺　
俵　
七

玉
城　
俵　
七　
（
取
消
）

「
d
2
」三　
鶏　
「
d
2
」俵
、石　
十

佐
久
本　
俵　
六　

大
浜（
？
）俵　
十　
五

四　
月　
廿　
七　
日

「
d
3
」 

俵　
七　
鶏　
一　
百 　

 

「
d
4
」 

俵　
四　
「
d
5
」　
俵　
六

「
d
6
」 

俵　
十　
前
花　
俵　
六

文
字
を
解
読
す
る
と
…
…


